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G1 平成 23年度活動報告

金吾蘇理子宮訟由緒雄

[ 11研究霞的(課題)

本研究グループ(以下. G1) は筑波大学体

育センター(以下，体育センター)の教育活動

を中心に，これまでの「大学体育jを総括する

とともに現状を把握することを詩的として，以

下の 3段構で研究活動を推進しているo (図 I

参照)なお，今年凌は 2)と 3)に取ワ組んだ。

1 )基盤研究

「大学体育jを運営する組織の教育事業を可

視fとするための基本的枠組みを規定する。

2 )評価・検証研究

体育センターが展開してきた教育事業をさま

ざまな観点から評価・検証していく。

3 )新規提案・挑戦研究

現代および今後の社会に安献しうる人材育成

のための f大学体育jについて，および体育セ

ンターにおける教育活動のあり方について研究

し提案する O また，これからの体育・スポー

ツの本来的価値についての新たな知見を得る O

[2]構成員

。金谷麻理子， 0松田裕雄，河村・レイ子，風間

八宏，河合季信，]!I村- 卓，吹田真士，内野洋

介，武田丈太郎，桐生習作

[3]活動報告

(1 )会議

今年度は定例として計10回の会議を開催し

た(表1参p.の O ここでは，研究課題 2)と 3) 

に関連して，主に次の 4つの議題について審議

した。

①筑波大学の卒業生および体育センター教員に

対する共通ヰElr体育J~こ i認するアンケート

③大学棒育のjレーツに隠する

①海外の大学生に対する体育およびスポーツの

儲{藍に関するアンケート

る教育機関における体育お

よびスポーツ活動の現状に関する

なお. u宇咋皮肉様すべての会議において，前

旨の:確認および、予算の執行状況

スケジュール確認が行われたりまた，

上記の弛に各議査相当者で必要にJJ~: じて数多く

の打ち合わせが行われた。

(2)欝査活動

今年度は，主に研究段階 3)に関連して，以

下に示す2つの調査を実施した。

①海外の大学生に対する体育およびスポーツの

価値に関する調査

大学における体育およびスポーツの価値につ

いて，海外の現役大学生を対象としてアンケー

ト調査を実施した。なお，質問項目は， III精査対

象者が体育やスポーツに対してどのような倍i値

観を有しているのか また実際どのような活動

を行っているかなどについてであり，昨年度に

実施した米国カリフォルニア州周辺地域におけ

る調査を参考に設定した。また，調査対象はサ

ンプル数を確保するために筑波大学と交流実績

のある大学を中心に選定し Webを用いて実施

した。現在はアジア諸国を中心に調査中である。

②米国ボーデイングスクールにおける体育およ
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表 1 全体ミーティングと主なテーマ

第 1問 (4n 6 Fl) :平成 22年度総括，平成 23年度活動計画，各調査の進捗状況の報告①(卒業生に対す
るアンケート誠査の論文.米同視察の報告書，海外の学生に対するアンケート調査お

よびボーデイングスクール視察の概要)

第 2I討 (5)]11日):各調査の進捗状況の報告②(海外の学生に対するアンケート調査の計画，ボーデイン

グスクールの概要と視察計踊)

第 3I司 (6n 1日):各蹄交の進捗状況の報告①(卒業生に対するアンケート調査の論文，大学体育のルー
ツに慨する論文，海外の学生に対するアンケート調査の方法と質問項目等，ボーデイ

ングスクール視察の計画)

第 41母(7 Jj 4 F-I) :各調査の進捗状況の報告④(卒業生に対するアンケート調査の論文，大学体育のルー

ツに関する論文，海外の学生に対するアンケート調査の方法と質問項目等，ボーデイ

ングスクール視察の計画)

第 5問 (9n 5 El) :各調査の進捗状況の報告①(卒業生に対するアンケート調査の論文，大学体育のルー
ツに関する論文，海外の学生に対するアンケート欝査のプレ調査と本調査の方法)

第 61if1UF1 5 1::1):コア会議の報告，各調査の進捗状況の報告⑥(大学体育のルーツに関する論文，海外
の学生に対するアンケート調査の本調査の方法，ボーデイングスクール視察の計国D，
平成 23年度SPERT報告会の発表方法の検討

第 7I珂 (11月2日):各部査の進捗状況の報告⑦(大学体育のルーツに関する論文の投稿報告，海外の学生

に対するアンケート調査の実施，ボーデイングスクール視察の計画)

第 8lifI (12 J:J 7 Iゴ):コア会議の報告.各部査の進捗状況の報告③(卒業生に対するアンケート調査の論文，
ボーデイングスクール視察の計画)

第 9li'iJ (1 Fj 11日):各調査の進捗状況の報告③(ボーデイングスクール視察の日程および訪問先等)

第lOU:i1(2YJ 8 Fl):各調査の進捗状況の報告⑮(卒業生に対するアンケート調査の論文，大学体育のjレー

ツにi認する論文，海外の学生に対するアンケート調査の中間報告，ボーデイングスクー

ル視察での調査内容)，平成 23年度SPERT報告会の発表内容の検討

ぴスポーツ活動の現状に関する調査

教養教育を重視する教育機関としてボーデイ

ングスクールに着目し 2012年 2)=j 13日から

19日まで米出マサチューセッツナH及びコネチ
カットナIHこて実施した。

a. 主な訪問先

. Berkeshire 

. Suffield Academy 

. The Tait School 

. Choate Rosemary Hall 

. The 1ρomis Chaffee 

. The Hotchkiss School 

. Deerfield Academy 

. Northfield Mount Hermon 

b. 実施した調査

・アンケート調査

訪問先における教員および生徒を対象

に笠間用紙を配布し実施した。

-ヒアリング調査

訪問先における教員および生徒を対象

に口頭で実施した。

※なお本調査における成果報告は別冊にて行

つ。

(3)研究成果の発表

下記の概要で朔:究成果の発表を行った。

1 )投稿論文

-大学体育の価値向!二に向けた一考察一教育

実践における目標・教授・学習に養目して一

(全l主体育連合発行『大学体育学jへ。査

読終了。原著論文。)

-筑波大学における共通科目 f体育Jの教育

効果に関する研究ー卒業生を対象としたア

ンケート調査より-(仮題目。現在作成中。)

-54-



2 )報告書

・教養教育における体育およびスポーツの教

育的儲値に関する欝査報告-米国ボーデイ

ングスクールに着目してー(知器作成中。)

[4]今後の農望

7現状把握Jを日的としたこれまでの Gl研

究活動は以下のように分類される O

1 )基盤研究及び評髄検証研究:体育センター

の教育変遂に関する実証研究

-教育概念基本構造を用いた大縞化前後の

相違点について

-教育効果に関する調査

(卒業生アンケート)

色教育実践に関する讃査

(教員アンケート)

2 )密内及び海外における実態擬査研究:こ

れまでの大学棒育の理念と意義に関する

所究

-大学体育発祥の理念と

-海外における大学体育の実態友びス

ポーツの価龍

3 )新規提案・挑戦部究:新しい大学体育へ

の提誌及び指針提示

2つのパックボーン及び一般労働市

場の動向を抑えたうえでの人材育成のあ

り方についてできる取りキ立みを

していく。

こうしたこれまでの経緯を踏まえ次年度の

アクションプランをみ;年度内に整理していく必

要がある O

干の'1'T'ス;/< ソ苛.f.ふたド

t，iたな主刊誌を守護J!Iパーる。

過去の総括{現時点から見えてくる過去の経緯)

筑波大学体育センクーのj展開してきた数資本芸誌を微々な観点から長.~鏑考察
してし、くこと

[IJセンターが伝えようとした数字干内答の変滋

①カリキュラム撹念主主本{蒋i査の変i!!i

②カリキュラムtif輯!Ji元本情illiの変i謡

[2Jセンターから伝わった教育内脊

①受終車業生へのアンケー卜滋資

[3Jセンターの数予科手数稼働体n，Jのきをi援

①数?す卒業必本{群巡の変j援

「現状杷纏iの定義(現時点における鍛点の経産i
{大学体育j を首長官2するおi織が教育ヰ誌を泌Il討していく 1:で、どんな考えで、
仰を了、どのようにj球関しているのかを総定する}f;本的{辛抱iみをoHJHヒすること
[1 J }，'字体育組織の教官事終J主本係~i

[2J カリキュラム綴念}，~本終選

[3Jカリキュラム情報ぷ本総滋

※カリキュラムを構成する匁lIi誌のぷ本構造

以干上

図1 研究概要
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